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歴
史
が
育
ん
だ
山
あ
い
の
ま
ち

能
勢
町
は
大
阪
府
の
最
北
端
に
あ
り
、

南
東
を
豊
能
町
、
北
東
を
京
都
府
亀
岡
市
、

園
部
町
、
北
西
を
兵
庫
県
篠
山
市
、
西
は

猪
名
川
町
、
南
は
川
西
市
に
接
し
て
い
る
。

町
の
八
割
を
森
林
が
占
め
、
大
路
次
川
が

山
辺
川
、
山
田
川
を
合
わ
せ
て
町
の
中
央

部
を
南
に
、
田
尻
川
と
野
間
川
が
南
西
に

流
れ
る
。
こ
れ
ら
の
川
に
沿
っ
て
谷
や
小

さ
な
盆
地
、
集
落
が
点
在
す
る
。

大
阪
、
京
都
、
神
戸
の
三
都
へ
車
で
一

時
間
、
大
阪
府
下
で
は
珍
し
く
田
園
風
景

が
残
る
ま
ち
で
あ
る
。

「
能
勢
」
は
摂
津
国
来
狭
々
村
の
古
名
で

『
日
本
書
紀
』
に
も
登
場
し
、
土
器
を
作
る

贄
に
え
の

土は

師し

部べ

が
住
ん
で
い
た
こ
と
を
記
し
て

い
る
。
縄
文
時
代
、
弥
生
時
代
の
土
器
･

古
墳
な
ど
の
遺
物
・
遺
跡
が
多
数
発
見
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
八
〇
〇
〇
年
以
上
の
歴

史
を
も
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

特
産
品
と
し
て
は
、
古
く
は
池
田
炭
、

寒
天
、
高
野
豆
腐
が
有
名
で
あ
っ
た
が
、

現
在
で
は
清
酒
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、

シ
イ
タ
ケ
を
主
体
と
し
た
山
菜
加
工
品
、

コ
ン
ニ
ャ
ク
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

寒
天
を
原
料
と
し
た
薄
味
の
で
っ
ち
よ
う

か
ん
、
能
勢
栗
、
マ
ツ
タ
ケ
、
冬
季
の
ボ

タ
ン
鍋
な
ど
も
名
高
い
。

ま
ち
の
歴
史
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は

妙
見
山
だ
。
全
国
で
も
「
能
勢
妙
見
」
と

し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
信
仰
の
メ
ッ
カ

で
、
能
勢
一
族
中
興
の
立
役
者
で
あ
る
能

勢
頼
次
が
山
上
に
お
堂
を
建
て
、
妙
見
菩

薩
を
祀
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

妙
見
山
の
ほ
か
、
重
文
指
定
の
仏
像
や

二
〇
〇
基
を
超
す
石
造
文
化
財
、
日
本
三

大
歌
垣
の
歌
垣
山
、
安
徳
天
皇
ゆ
か
り
の

地
、
信
田
の
森
、
平
清
盛
に
懸け

想そ
う

さ
れ
て

自
害
し
た
名
月
姫
の
墓
所
な
ど
、
文
化
財

や
史
跡
な
ど
に
も
見
る
べ
き
も
の
が
数
多

く
残
る
。

静
か
な
山
あ
い
に
曲
線
美
を
見
せ
る
長

谷
の
棚
田
は
、
夏
の
緑
、
秋
の
黄
金
色
と

四
季
の
彩
り
も
み
ご
と
な
日
本
の
ふ
る
さ

と
の
風
景
と
な
っ
て
い
る
。
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
野
間
の
大
け
や

き
は
、
樹
齢
一
〇
〇
〇
年
と
も
い
わ
れ
、

「
大
阪
緑
の
百
選
」
に
も
選
ば
れ
た
。

特別取材

大
阪
府
豊
能
郡
能
勢
町

能
勢
は
今
「
手
づ
く
り
」
で

能勢町商工会

会長　田渕忠洋

大 阪 

奈良 

和歌山 

京都 

兵庫 
能
勢
町 

長谷の棚田 青年部のイベント

町の特産品

能勢の郷 浄るりシアター

能
勢
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
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バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
町
の
商
工
業
に
か

げ
り
が
み
え
て
き
た
中
、
商
工
会
女
性
部

で
は
地
域
の
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
、「
ヨ

サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
」
を
取
り
上
げ
た
。
当

初
は
指
導
者
探
し
か
ら
始
ま
り
、
今
で
は

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
も
出
演
依
頼
が
あ

る
。
二
七
歳
か
ら
六
五
歳
ま
で
年
齢
差
は

あ
る
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
踊
り
は
じ
け

て
い
る
。
名
前
も
「
商

あ
き
な
いダ

ン
サ
ー
ズ
」
と

名
づ
け
、
出
演
依
頼
が
あ
れ
ば
ど
こ
に
で

も
「
元
気
の
配
給
」
に
出
か
け
て
行
く
。

一
方
、
青
年
部
で
も
「
住
民
み
ん
な
が

元
気
に
な
れ
る
よ
う
に
」
と
、
夏
祭
り
を

行
っ
て
い
る
。
郷
土
芸
能
「
浄
る
り
音
頭
」

を
取
り
入
れ
た
夏
祭
り
は
「
よ
っ
ほ
い
せ
」

と
名
づ
け
、
今
年
で
三
回
を
数
え
た
。

昔
な
が
ら
の
「
浄
る
り
音
頭
」
が
若
者

に
は
踊
り
に
く
い
と
現
代
ふ
う
に
ア
レ
ン

ジ
し
た
新
し
い
浄
る
り
音
頭
を
つ
く
り
、

踊
り
も
現
代
ふ
う
に
改
良
し
て
活
気
を
与

え
て
い
る
。

「
祭
り
の
最
高

潮
に
は
約
一
〇
〇

〇
発
の
花
火
を
打

ち
上
げ
、
地
域
住

民
み
ん
な
で
去
り

ゆ
く
夏
を
見
送
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ

発
展
途
上
。
次
回

は
ダ
ン
ス
コ
ン
テ

ス
ト
も
計
画
中
で

す
」
と
青
年
部
は

語
る
。

能勢町商工会
〒563－0352 大阪府豊能郡能勢町大里142

TEL：072－734－0460 FAX：072－734－2286

http://www.eonet.ne.jp/̃nosesci/
E-mail：nosesci@hera.eonet.ne.jp

お問い合わせ

民
衆
に
引
き
継
が
れ
た
伝
統

古
く
か
ら
地
元
で
親
し
ま
れ
て
き
た
浄

瑠
璃
は
、
府
指
定
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
約
二
〇
〇
年
前
に
杉
村
量
輔
が
大
阪

へ
出
て
浄
瑠
璃
の
修
行
を
し
て
以
来
、
浄

瑠
璃
を
け
い
こ
す
る
し
き
た
り
が
で
き
た
。

特
に
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
文
化
年
間
で
、

初
代
太
夫
（
家
元
）
が
誕
生
し
、
た
び
た

び
浄
瑠
璃
会
が
開
か
れ
て
き
た
。

現
在
は
、
竹
本
文
太
夫
派
、
竹
本
井
筒

太
夫
派
、
竹
本
中
美
太
夫
派
、
竹
本
東
寿

太
夫
派
の
四
派
が
あ
り
、
二
〇
〇
名
余
の

語
り
手
を
擁
す
る
。
町
内
各
地
に
は
一
〇

〇
基
余
り
の
太
夫
襲
名
の
碑
も
残
っ
て
お

り
、
農
閑
期
を
利
用
し
て
師
匠
か
ら
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
け
い
こ
を
受
け
、
次
世
代
に

伝
え
て
き
た
土
地
固
有
の
民
衆
文
化
だ
。

古
代
よ
り
「
日
本
三
大
歌
垣
」
と
称
さ

れ
た
歌
垣
山
（
能
勢
町
）、
杵
島
山
（
佐
賀

県
白
石
町
）、
筑
波
山
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）

を
有
す
る
こ
と
を
縁
と
し
て
、
一
市
二
町

で
産
業
・
教
育
・
文
化
な
ど
の
交
流
を
行

う
「
歌
垣
サ
ミ
ッ
ト
」
が
十
月
二
十
九
日
、

三
十
日
の
二
日
間
、
佐
賀
県
の
白
石
町
で

開
催
さ
れ
た
。

住
民
み
ん
な
が
元
気
に

天
王
キ
ツ
ネ
が
え
り
、
長
谷
の
お
ん
だ
、

山
辺
神
社
の
獅
子
舞
と
い
っ
た
伝
統
行
事

の
ほ
か
、
活
力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
と
し
て
、

力
を
合
わ
せ
て
新
た
に
創
ら
れ
た
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
も
多
い
。

能勢の浄瑠璃

歌垣山の碑 歌垣山 歌垣山からの町の全景

商工会女性部の「ヨサコイソーラン」（能勢ふれあいフェスタ）

野間の大けやき 能勢妙見山本堂
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キ
リ
シ
タ
ン
の
島
・
天
草

熊
本
県
は
、
立
ち
上
が
っ
た
親
熊
が
二

頭
の
小
熊
を
連
れ
歩
く
形
に
見
え
る
。
腕

が
宇
土
半
島
、
小
熊
が
天
草
諸
島
で
あ
る
。

天
草
諸
島
は
大
小
一
二
〇
も
の
島と

う

嶼し
ょ

が
東

は
東
シ
ナ
海
、
北
は
有
明
海
（
島
原
湾
）、

南
は
八
代
海
に
囲
ま
れ
て
浮
か
ぶ
。

有
明
町
は
天
草
諸
島
で
二
番
目
に
大
き

い
天
草
上か

み

島し
ま

の
北
部
に
位
置
す
る
。
東
西

に
細
長
い
ま
ち
の
六
割
が
山
林
で
、
温
暖

な
気
候
に
恵
ま
れ
、
南
北
に
走
る
山
麓
に

果
樹
園
、
谷
間
に
水
田
が
開
け
、
海
と
山

の
自
然
に
溢
れ
て
い
る
。

天
草
第
二
の
高
峰
・
老
岳
の
展
望
台
か

ら
は
ぐ
る
り
と
パ
ノ
ラ
マ
が
開
け
、
島
原

湾
と
雲
仙
岳
、
天
草
五
橋
、
天
草
の
島
嶼
、

不
知
火
海
か
ら
阿
蘇
山
ま
で
を
望
む
こ
と

が
で
き
る
。
海
岸
沿
い
に
三
二
四
号
線
が

走
り
、
宇
土
半
島
と
天
草
上
島
を
結
ぶ
天

草
五
橋
の
開
通
で
、
九
州
本
土
と
の
交
通

も
至
便
と
な
っ
た
。

ま
ち
に
は
天
然
記
念
物
の
ナ
ウ
マ
ン
象

の
牙
の
化
石
や
、
縄
文
・
弥
生
・
古
墳
時

代
の
遺
物
が
出
土
し
、
約
一
万
年
前
か
ら

人
が
住
み
つ
い
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
中
世
に
は
天
草
五
人
衆
の
一
人
、
上

津
浦
氏
が
上
津
浦
城
を
中
心
に
支
配
し
て

い
た
。
一
五
八
八
年
、
小
西
行
長
の
所
領

と
な
る
と
、
天
草
全
域
が
キ
リ
ス
ト
教
に

帰き

依え

し
た
。

一
六
三
七
年
、
細
川
氏
の
治
下
に
起
こ

っ
た
島
原
の
乱
は
上
津
浦
で
戦
端
が
切
ら

れ
、
島
民
の
ほ
と
ん
ど
が
参
加
し
、
幕
府

の
屋
台
骨
を
も
揺
る
が
す
大
事
件
と
な
っ

た
。
悲
惨
な
結
末
を
迎
え
た
大
乱
後
、
天

草
は
天
領
と
な
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
中
心
の
南
蛮
寺
だ

っ
た
教
会
跡
地
に
建
つ
正
覚
寺
に
は
、
キ

リ
シ
タ
ン
関
連
の
歴
史
的
遺
物
が
残
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
大
浦
に
あ
る
サ
ン
タ
マ

リ
ア
館
に
は
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
資
料
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。

海
と
山
の
贈
り
物

上
津
浦
、
下
津
浦
、
島
子
、
大
浦
の
各

地
区
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
踊
り
や
衣

装
、
演
奏
の
太
鼓
踊
り
、
獅
子
舞
が
伝
承

さ
れ
て
お
り
、
鬼
火
焼
き
、
精
霊
流
し
、

火
焚
き
神
事
な
ど
独
特
の
伝
統
行
事
も
数

特別取材

熊 本 

福
岡 

長崎長崎 長崎 

大分 

宮
崎 

鹿児島 

有明町有明町 有明町 

熊
本
県
天
草
郡
有
明
町

日
本
一
の
タ
コ
の
町
!!

有明町商工会

会長　吉田泰一

タコすてーき、タコめしgoo

人気商品デコポン

四郎ヶ浜ビーチ

ザ・マスターズ天草 道の駅・リップルランド

タ
コ
街
道
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト



域
振
興
を
図
り
、
〝
人
を
吸
い
寄
せ
て
離
さ

な
い
ま
ち
〞
に
し
よ
う
と
、
ユ
ニ
ー
ク
な

ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
、「
日
本
一
の
タ
コ
の

ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
い
る
。

ま
ち
を
東
西
に
走
る
国
道
三
二
四
号
線

を
「
タ
コ
街
道
」、
タ
コ
の
八
本
足
に
ち
な

ん
で
八
月
八
日
を
「
タ
コ
の
日
」
と
命
名
。

二
三
キ
ロ
に
わ
た
る
「
タ
コ
街
道
」
に
は

タ
コ
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
の
ぼ
り
旗

や
幕
を
設
置
、「
街
道
茶
屋
」
に
は
タ
コ
の

加
工
品
を
扱
う
屋
台
が
並
ん
だ
。

女
性
部
が
開
発
し
た
「
タ
コ
す
て
ー
き
」

は
、
昨
年
十
一
月
の
「
全
国
む
ら
お
こ
し

展
」
コ
ン
テ
ス
ト
で
中
小
企
業
庁
長
官
賞

を
受
賞
、「
タ
コ
め
し
」
な
ど
新
た
な
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
も
充
実
し
て
い
る
。
十
月
に
は

リ
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
に
タ
コ
の
巨
大
な
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
が
完
成
し
、
商
工
会
女
性
部
が

タ
コ
踊
り
を
披
露
、
着
々
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
進
ん
で
い
る
。

商
工
会
で
は

「
タ
コ
街
道
沿
い

に
茶
屋
を
増
や

す
、
タ
コ
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
を
八
八

ヵ
所
に
増
や
す
、

土
産
物
の
開
発
を

す
る
な
ど
、
夢
や

計
画
は
尽
き
ま
せ

ん
が
、
無
理
を
し

な
い
で
挑
戦
し
て

い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
る
。
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多
い
。
老
岳
山
頂
で
開
催
さ
れ
る
老
岳
祭

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

秋
の
味
覚
も
満
載
だ
。

リ
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
に
は
、
道
の
駅
有
明
、

巻
き
貝
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
シ
ン
ボ
ル
タ

ワ
ー
、
物
産
館
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
設
備
、

ス
ー
パ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
、
有
明
温
泉
「
さ

ざ
波
の
湯
」
も
完
備
す
る
。
国
道
を
挟
ん

で
四
郎
ヶ
浜
海
水
浴
場
が
広
が
り
、
夏
に

は
大
勢
の
人
で
賑
わ
う
。

こ
こ
で
毎
年
七
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
る

「
さ
ざ
波
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
、

漁
船
パ
レ
ー
ド
、
も
ち
投
げ
、
各
種
バ
ザ

ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
海
上
か

ら
打
ち
上
げ
る
花
火
は
圧
巻
だ
。

ま
ち
の
特
産
物
は
山
と
海
の
贈
り
物
。

島
原
湾
に
は
豊
か
な
漁
場
が
広
が
り
、
特

に
初
夏
か
ら
九
月
初
旬
に
か
け
て
マ
ダ
コ

漁
が
盛
ん
に
な
る
。
こ
の
タ
コ
を
ひ
ろ
げ

て
天
日
干
し
し
た
も
の
が
「
干
し
ダ
コ
」

で
、
潮
風
に
揺
れ
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
姿
が

ま
ち
の
風
物
詩
と
も
な
っ
て
い
る
。

温
暖
な
気
候
と
日
当
た
り
の
よ
さ
か
ら
、

山
麓
で
は
甘
夏
な
ど
の
ミ
カ
ン
栽
培
が
盛

ん
で
、
特
に
「
デ
コ
ポ
ン
」
は
独
特
の
形

と
甘
さ
で
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
。
デ
コ

ポ
ン
と
並
ぶ
甘
い
イ
チ
ゴ
は
ク
リ
ス
マ
ス

シ
ー
ズ
ン
か
ら
五
月
ま
で
出
荷
が
続
き
、

上
品
な
甘
さ
と
風
味
が
評
判
だ
。

た
こ
、
タ
コ
、
蛸
、
あ
が
れ

商
工
会
で
は
特
産
の
タ
コ
を
使
っ
た
イ

ベ
ン
ト
、
Ｐ
Ｒ
、
商
品
開
発
を
通
し
て
地

有明町商工会
〒861－7201 熊本県天草郡有明町赤崎2010－5
TEL：0969－53－0056 FAX：0969－53－0034
http://www.kumashoko.or.jp/ariake/
E-mail：ksariake@lime.ocn.ne.jp

お問い合わせ

正覚寺

大浦の獅子舞

「
さ
ざ
波
フ
ェ
ス
タ
」
で
の

天
草
有
明
太
鼓

鬼
火
焼
き

キリシタン墓石

ロザリオ
聖母子像

有
明
の
風
物
詩
・
干
し
ダ
コ


